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社会福祉協議会は、住み慣れた地域の中で誰もが
安心して暮らせる社会を作ることを目的とした、
社会福祉法に定められた民間の福祉団体です。
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フロム いーふくし

この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費の一部が充てられています。
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！！こんなところにも会費が使われています
催し物機材
貸出事業

平 成 ２ ７ 年 度 座間市社協会員募集
　座間市社協では、「ともに生きるまちづくり」をすすめるために、地区社協や自治会、民生委員児童委
員やボランティア団体などの地域団体や福祉施設などの参加・協力を得て、地域福祉事業や在宅サー
ビス事業・ボランティア活動支援・育成事業を展開しています。
　地域の皆さんが座間市社協の趣旨にご賛同いただき、地域福祉を推進する一員になっていただくこ
とを目的として会員制度を設けています。
　今年も7月より自治会や各団体・市内事業所などの皆さまにご協力いただき「平成27年度座間市社
協会員募集」を進めています。より多くの皆さまのご理解とご協力をお願いします。

平成26年度  社協会費の使い道

①33％

②13％

④20％

⑤21％

③13％

1 福祉情報の発信（2,057,850円）

2 福祉まつりの開催（811,530円）

4 ボランティアや地域活動支援のため
（1,236,485円） 福祉意識の啓発や地域福祉の推進を図りました。

福祉意識の高揚と連帯を高めるため、
多くの市民の交流の場として開催しました。

ボランティアに関する情報の発信や育成事業・
高齢者会食会事業等を行いました。

5 地区社会福祉協議会活動のため（1,302,696円）

地域福祉を進めるため、市内27地区社会福祉協議会の
活動に支援しました。地域サロンの運営や地域イベント
等に活用されました。

9月開催「社協福祉まつり」
たくさんの地域団体やボランティア・
関連企業の皆さんにご協力いただいて
います。

年間5回発行の広報誌
「座間市しゃきょう」
新聞折り込みのほか、市内の公共施設や
福祉施設に置かせていただいています。

6,226,273円

平成26年度
会費実績額

3 地域団体による福祉活動のため（811,530円）

地域で活動する自治会や福祉団体に対して支援しました。

★広報誌「座間市しゃきょう」発行
★社協事業紹介パンフレットの発行
★ホームページの運営 など

事業用テント

特大鍋

かき氷機

皆さまからご協力いただきました社協会費は、
次のような事業に活用させていただきました。
ご協力ありがとうございました。

座間市社協では、「ともに生きるまちづくり」を
すすめるために、地域の皆さまの生活を支える
様々な事業を展開しています。

座間市社協では、コミュニティーづくりや地域福祉活動などの活性化を目的として、「催し物機材の貸出」を行っています。
皆さんからご協力いただいた会費の一部は、これら機材のメンテナンスや新規購入にも活用させていただいています。

一般会員（個人の方） １口 ３００円
賛助会員（団体・企業の方）１口１，０００円
特別会員（団体・企業の方）１口３，０００円
※ひとり何口でも加入できます。

TEL 046-266-1294この紙面に関するお問い合わせは

1回の利用は原則4日間とし、料金は種類によって異なります。
社協会員の団体・事業所の方は半額になります。

＊利用料金＊

原則として市内の各種団体・事業所の方

＊貸出要件＊

綿菓子機／かき氷機／ポップコーン機／焼き鳥機／餅つきセッ
ト(臼・杵・せいろ)／焼きそば機／鉄板／特大鍋／ずんどう鍋／
コンロ／クーラーBOX／発電機／事業用テント／ワイヤレスア
ンプ／ハンドメガホン／コードリール

＊貸出機材＊

★催し物機材貸出 ★自治会活動助成 など

市民のための福祉講座
～はじめてのボランティア～

情報誌
「みんなの情報」
「ぼらぼら通信」

車いす貸出事業  はじめました
座間市社協では、病気やけが等で一時的に車いすが必要な方に短期間の車い
す貸出を行います。貸出には条件がありますので、詳細は下記担当までお問い
合わせください。
＊対　 象　 者＊：利用者又は申請者が市内在住であり、
　　　　　　　　 介護保険等の制度で車いす利用が出来ない方
＊貸  出  期  間＊：1ヶ月以内
＊利　 用　 料＊：無　料
＊お問い合わせ＊：在宅支援班 TEL：046-266-2005
台数が少ないため、対応できない場合はご了承ください

子育て中のママが『ホッと出来る時間が欲しい』『保育園のお迎
えがギリギリで少し余裕が欲しい』等、子育てに悩んだときはひ
とりで抱え込まず、周囲に相談してください。この事業ではあな
たの子育てを見守り、応援しています。

＜利用内容＞
　生後3ヶ月から小学校3年生まで（障がいを有する児童は小学校6年生ま
　で）の子どもを持ち、子育ての支援が必要な人に、手助けしたいと考えて
　いる人を紹介し、子育てを支援します。
●保育園、幼稚園、小学校及び児童ホーム前後の預かりや送迎
●保護者の病気、介護、産前産後等の児童等の預かり
●冠婚葬祭や文化活動等の児童等の預かり
＜利用時間＞6：30～21：00
＜利用料金＞450円／30分 ※母子・父子家庭の場合、割引対象になります。
＜お問い合わせ＞
　ファミリーサポート事業：046-266-2003

「福祉サービスを使いたいがどうすればいいのか分からない」
「計画的にお金を使いたいけど、いつも迷ってしまう」
「最近物忘れが多くて預金通帳をちゃんとしまったか、いつも心配」
　このようなことで困っていませんか？高齢者や障がい者に対し
て専門員が相談をお受けします。

＜利用内容＞
●福祉サービス利用支援
　福祉サービスの情報提供・助言・利用手続き・利用料の支払いなど
●日常的金銭管理サービス
　金融機関からの現金の引き出し、公共料金の支払いなど
●書類等預かりサービス
　重要な書類（定期預金の通帳・年金証書など）を金融機関に保管
＜利用対象＞
●判断能力に不安をもつ認知症高齢者・知的障がい者・身体障がい者・精神
　障がい者の方
●高齢者（おおむね65歳以上）や障がい者で福祉サービス利用や金融機関
　などの手続きが困難な方
＜お問い合わせ＞
　座間あんしんセンター：046-266-2025

主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師等が中心となって高齢
者の支援を行います。それぞれの専門性を活かし互いに連携を取
りながら「チーム」として総合的に高齢者を支える相談窓口です。

＜利用内容＞
●高齢者福祉の総合相談窓口
　地域における高齢者の総合的な相談窓口です。
●いつでも健康的な生活を！
　介護保険についての相談や申請のお手伝いをします。「要支援」と認定さ
　れた方へのプラン作成や生活機能の低下がみられる70歳以上の方に対
　して介護予防教室の提案をします。
●ケアマネジャー等の専門職への支援
　地域で活躍しているケアマネジャー等専門職への支援や様々な機関と
　ネットワーク作りを行います。
●権利擁護の取り組み
　専門機関と連携を図りながら、高齢者虐待や消費者被害などの未然防止
　や早期発見に努めます。
＜担当地区・お問い合わせ＞
　座間市内を4つのセンターが分担して担当しています。
●座間市社協地域包括支援センター：046-266-2005
　緑ケ丘・立野台・栗原中央・南栗原・西栗原・さがみ野
●地域包括支援センター第二座間苑：046-256-9007
　新田宿・四ツ谷・座間・明王・入谷
●ベルホーム地域包括支援センター：046-258-2030
　栗原・相武台・ひばりが丘・東原
●相模台地域包括支援センター：046-266-5222
　相模が丘・広野台・小松原

「毎日の家事の中で何か困っていることはありませんか？」
高齢者やひとり親家庭、産前産後等の中で支援が必要な方の自
宅へ協力会員が訪問して家事などを一緒に行います。

＜利用内容＞
　高齢者や障がい者、ひとり親家庭や産前産後で日常生活の中で支援が必
　要な方に対し、協力会員が訪問して様々な支援を行います。
●地域支援型：簡易な電球交換、ゴミ出し など
●生活支援型：家事支援、外出同行、話し相手 など
＜利用時間＞原則、平日8：30～17：00
＜利用料金＞地域支援型：200円／件（30分以内）
　　　　　　生活支援型：1,000円／時間
＜お問い合わせ＞
　にこにこサービス事業：046-266-2003

ファミリー・サポート事業

座間あんしんセンター

座間市社協地 域包括支援センター

にこにこサービス事業

★座間市社協職 員募 集★

応 募 期 間 H27.7.27(月)～8.31(月)
連 絡 先 ①②046-266-2004（担当：高橋）

③　046-266-2006（担当：川島）
④　046-266-2007（担当：中田）

業 務 内 容 ①デイサービス業務
②デイサービス送迎車運転業務 他
③訪問介護業務
④訪問看護業務

募 集 人 員 ①～④共に若干名

勤 務 日 数 ①週3日～4日／8:30～17:30（応相談）（時給900円～）
②月～土の内4日／8：00～9：30及び16：00～17：30（時給940円～）
③週1日～／8:00～18:00（時間内で都合のつく時間：応相談）
　（時給1,200円～）
④週2日～／9:00～17:00（応相談）（時給1,500円～）

応 募 資 格 ①介護職員初任者研修修了以上の者
②中型自動車運転免許以上の運転免許
③訪問介護員に必要な資格
　（介護職員初任者研修終了者、介護福祉士）
④各種資格及び普通自動車運転免許

募 集 事 業 ①通所介護事業（介護職員）
②通所介護事業（ドライバー）
③訪問介護事業（登録型訪問介護職員）
④訪問看護事業（正看護師・ST・PT・OT）

応 募 方 法 事前に下記担当者まで連絡の上、市販の履歴書（写真添付）に必要
事項を記入し、本人が持参（平日9：00～16：00）

新たに12畳
用テントも加
わりました♪
イベント等に
是 非 ご 活 用
ください。

座間市社会福祉協議会様 _広報誌 _表面（Ｗ546mm×Ｈ406mm） 天
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座間市しゃきょう 「点字版」 「録音版」 を発行しています。

ほ ほ え み シ ョッ プ を ご 利 用 く だ さ い

上記に関するお問い合わせは
座間市社協ボランティアセンター 046-266-2002TEL 046-266-1295FAX

ほほえみショップオリジナルざまりんグッズ 新商品♪
トートバッグ　　　　　￥800
おともだちストラップ　￥600

ざまりんグッズ
特設コーナーがあります♪

ボランティア体験 サマースクール

【昨年の様子】

市民のための福祉講座
「災害救援ボランティア講座」

NEXUS（株）
スーパーＤ'ステーション座間店様（右）

と黒部常務理事（左）

ボランティアのつどい
現在、ボランティア活動をしている方、これから活動を始めようとお考えの方・・・
お気軽にご相談下さい。

み ん な の ま ち 、
み ん な で ボ ラ ン テ ィ ア

ぼ ら ぼ ら 通 信

東日本大震災等被災地支援

平成26年度 事業報告

平成27年度 事業計画

　「第2次地域福祉活動計画」の最終予定年度となりましたが、行政が策定する座間市地域福祉計画との一体的な取り組みを行うべく、
本計画は2ヶ年の計画延長を決定しました。
　平成26年度は、本計画の基本理念とする「共に生きる社会づくりに向けて」を主軸とした地域福祉の基盤整備を図るため、重点的
な事業とする具体的な取り組みを行い、計画の推進に努めました。
　主な事業成果としては、地域の担い手を育成する「地域リーダー研修会」や若年層を対象とした「ボランティア体験サマースクー
ル」による、地域人材の育成や福祉への関心を高めることが出来ました。地区社協を中心として開催している地域サロンにおいて
は、開催地域や回数も増え、より活発な活動を展開しています。
　法人運営事業では、社会福祉法人新会計基準への移行初年度としてより財務状況の明瞭化を図るとともに、雇用の安定や財源確
保に努め透明性のある組織運営を進めました。
　在宅支援事業では、新たに「法人後見」とする相談援助事業の実施に向け、社協の方針を決めました。平成27年度中に事業実施を
行います。
　介護サービス事業では、介護保険制度改正の転換期により新たなサービス事業の拡大、見直しに努め、利用者のニーズに対応で
きるよう、より積極的な事業の展開や職員間並びに他事業所との連携により安定的な事業運営を図りました。
　全体の取り組みでは、災害救援ボランティアセンター開設訓練や自主防災訓練を実施し、職員全体で防災・減災意識強化を進め、
また東日本大震災に係る支援として被災地の視察や現地との交流を行い、次世代を担う中高大学生を中心に、命の大切さや大規模
災害への意識啓発に努めました。
　課題として、会費並びに共同募金の減少に伴う自主財源の確保、情報発信のPR不足等、法人運営の強化が大きな課題として捉え、
事業活動を通じて市民へ積極的な福祉参加を促していきます。

子どもから大人までボランティア活動に関心のある方、すでに活動をして
いる方を対象に年間を通して学ぶ機会があります。

地域福祉活動計画に基づく事業の推進1
第2次地域福祉活動計画は平成26年度をもって計画推進最終年度となりました
が、「第四次座間市総合計画」の座間市福祉プラン(第二期)に位置付けられる
「座間市地域福祉計画(第二期)」により、行政が策定する地域福祉計画との一体
的な取り組みが行えるよう、行政と更なる連携・補完を進めるため、平成28年度
まで当計画を継続し、改めて中長期的な座間市の福祉ビジョンの形成に取り組
んでまいります。

地域活性化事業2

施設の管理運営と組織運営基盤の強化3

地域リーダー研修会やサポーターズ交流会、地域福祉ネットワーク推進フォーラ
ムなどの住民参加による学習会を通じて、担い手の掘り起しや課題共有を行い
ます。また、地域福祉関係者や団体などと調整を行い、必要なネットワークの構
築や活動展開を支援します。

市民福祉の推進4
福祉まつりの開催や福祉情報の発信・ボランティア活動の推進、各種実習生の受
け入れを行い、住民参加による福祉コミュニティの形成に取り組みます。

地域福祉活動の推進5
自治会や諸団体と連携して、地域住民が主体的・組織的に福祉推進が図れるよう
市内27地区社協体制の整備や活動支援を図ります。

介護サービス等事業の推進8
1）居宅介護支援事業（ケアマネジャー）
2）訪問介護事業（ホームヘルプサービス）
3）通所介護事業（デイサービス）
4）訪問看護事業（訪問看護ステーション）
5）事業従事者の各種専門研修への参加促進

地域福祉の総合的生活支援を推進6
1）団体活動推進支援事業
2）日常生活自立支援事業【法人後見事業の実施検討】
3）地域包括支援センター事業
4）生活資金・生活福祉資金の貸付事業
5）福祉機器の展示事業
6）生活困窮者自立支援法への検討

自主財源の確保と経費の節減9

住民福祉活動参加促進7
1）にこにこサービス事業
2）ファミリー・サポート事業

11

防災・減災活動
（災害救援ボランティアセンター開設訓練・
 自主防災訓練の強化）

10

座間市との災害時における協力体制に関する協定により、災害救援ボランティア派
遣等の協力要請に対し、災害応急対策を円滑に遂行するための訓練を実施します。

（従前：一般会計）
324,296,853 321,853,664 325,184,000

72,246,680 79,608,698 72,786,000

40,129,940 32,702,723 33,061,000

収 入 支 出

（従前：公益事業特別会計）

（従前：収益事業特別会計）

社会福祉事業会計

公 益 事 業 会 計

収 益 事 業 会 計

平成27年度予算
平成26年度決算

平成26年度収支決算及び
平成27年度予算

（単位：円）

※平成26年度予算より新会計基準を適用している為、会計区分の一部が変更されています。

【昨年の様子】
入谷第2地区いごこちサロン

【昨年の様子】
災害ボランティアセンター開設訓練

【昨年の様子】社協福祉まつり

市役所地下1階に座間市社協が運営する売店
「ほほえみショップ」があります。
ここでは障害者の社会参加の促進や障害者施設
の啓発などを目的として、障害者施設で製作して
いる商品を販売したり障がいのある人の就労の場
として運営しています。
また、オリジナルのざまりんグッズもありますの
で、お近くにお越しの際にはぜひご利用ください。

お待ちしており
ます♪

♥♥♥ 市民の愛 ♥♥♥善意銀行

平成27年2月１日から平成27年6月30日までに市社会福祉協議会へご寄附いた
だいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市民
の皆様の善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

寄付は、寄付者の希望に沿い、配分しています。
善意銀行への寄付金は、所得税・法人税の税制優遇が受けられます。

小松原いきいき会（20,000）/ピアゴ座間店（36,108）/NEXUS（株）スーパーＤ'ステー
ション座間店（50,000）/戸大建設工業（株）（100,000）/座間市民謡連合会（23,942）/
（株）ハウスメッシュ（300,000）/その他匿名1件

★物品をご寄附いただいた方　合計16件
●社会福祉のために
玉屋光助3件（お菓子926個）/大和法人会女性部（タオル87枚）/斉藤正子（掃除機・オム
ツ）/鈴木幸次（日本人形）/明治神宮崇敬会座間市支部婦人部（洗剤20セット）/座間駅前
商店振興会（米5㎏6袋）/宮川英幸（炊飯ジャー・サーキュレーター）/古田一人（オムツ・点
滴スタンド）/その他匿名3件

●指定寄付
小松原いきいき会から小松原保育園へ（トイレットペーパー200個）/小松原いきいき会
から小松原幼稚園へ（トイレットペーパー200個）/川口淳三からえのきの里へ（テント・
テーブル）●指定寄付

小松原いきいき会からアガペセンターへ（10,000）/小松原いきいき会から小松原地区
社会福祉協議会へ（5,000）/小松原いきいき会から小松原一丁目子供会へ（5,000）/小
松原いきいき会から小松原二丁目子供会へ（5,000）/相模が丘第一自治会からいずみの
郷へ（13,823）/座間市社協チョッピリ先生まつり募金活動から南相馬市社会福祉協議
会へ（6,607）/座間市社協職員有志から釜石市社会福祉協議会へ（4,660）/NEXUS（株）
スーパーＤ'ステーション座間店からひばりが丘五丁目に緑を育てる会へ（50,000）/そ
の他匿名2件

TEL 046-266-2001地域福祉班

★浄財をご寄附いただいた方　合計17件：723,295円
●社会福祉のために ※（　）内は単位：円

ボランティアセンターでは
ボランティア活動を応援します♪

4月24日開催

ボランティア活動に関心のある方、始めたい方を対象に、学びと体験を行
います。ボランティアへの「はじめの一歩」をお手伝いします。

★市民のための福祉講座「はじめてのボランティア」

ボランティアとボランティアをつなぐサロンです。ボランティアについて
聞きたいこと、聞いて欲しいこと…みんなでおしゃべりしましょう♪

★★ぼらぼらサロン

事前研修・体験学習(施設編・災害救命編)･学習のまとめのプログラムです。
市消防本部・ざま災害ボランティアネットワーク・市内福祉施設の協力を頂
いています。ボランティア体験を通して、福祉への学びと理解を深め、ボラ
ンティアへのきっかけを作ります。

★ボランティア体験サマースクール＆少年少女消防教育講座

ボランティア活動に大切なコミュニケーションを深める「話の聴き方」を
学びます。今後の活動や日常生活へ活かしましょう♪

★市民のための福祉講座「聴く力アップ講座」

ボランティアのレベルアップ研修を行います。こころのボランティア、子ど
もの障がいについて、認知症について等学びます。

★ボランティア研修

災害救援ボランティアセンターの役割とボランティアとして活動するため
の基礎知識を学びます。

★市民のための福祉講座「災害救援ボランティア講座」

毎年、座間市ボランティア連絡協議会がテーマを話し合い、開催しています。
ボランティアの交流や情報交換等、大勢のボランティアが集い、楽しい一時
を過ごします。

★ボランティアのつどい

6月毎週(木)
全4回開催

7月～8月
夏休み期間

10月毎週(火)
全4回予定

1月下旬予定

2月予定

座間市社会福祉協議会様 _広報誌 _中面（Ｗ546mm×Ｈ406mm） 天

地

天

地
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ほ ほ え み シ ョッ プ を ご 利 用 く だ さ い

上記に関するお問い合わせは
座間市社協ボランティアセンター 046-266-2002TEL 046-266-1295FAX

ほほえみショップオリジナルざまりんグッズ 新商品♪
トートバッグ　　　　　￥800
おともだちストラップ　￥600

ざまりんグッズ
特設コーナーがあります♪

ボランティア体験 サマースクール

【昨年の様子】

市民のための福祉講座
「災害救援ボランティア講座」

NEXUS（株）
スーパーＤ'ステーション座間店様（右）

と黒部常務理事（左）

ボランティアのつどい
現在、ボランティア活動をしている方、これから活動を始めようとお考えの方・・・
お気軽にご相談下さい。

み ん な の ま ち 、
み ん な で ボ ラ ン テ ィ ア

ぼ ら ぼ ら 通 信

東日本大震災等被災地支援

平成26年度 事業報告

平成27年度 事業計画

　「第2次地域福祉活動計画」の最終予定年度となりましたが、行政が策定する座間市地域福祉計画との一体的な取り組みを行うべく、
本計画は2ヶ年の計画延長を決定しました。
　平成26年度は、本計画の基本理念とする「共に生きる社会づくりに向けて」を主軸とした地域福祉の基盤整備を図るため、重点的
な事業とする具体的な取り組みを行い、計画の推進に努めました。
　主な事業成果としては、地域の担い手を育成する「地域リーダー研修会」や若年層を対象とした「ボランティア体験サマースクー
ル」による、地域人材の育成や福祉への関心を高めることが出来ました。地区社協を中心として開催している地域サロンにおいて
は、開催地域や回数も増え、より活発な活動を展開しています。
　法人運営事業では、社会福祉法人新会計基準への移行初年度としてより財務状況の明瞭化を図るとともに、雇用の安定や財源確
保に努め透明性のある組織運営を進めました。
　在宅支援事業では、新たに「法人後見」とする相談援助事業の実施に向け、社協の方針を決めました。平成27年度中に事業実施を
行います。
　介護サービス事業では、介護保険制度改正の転換期により新たなサービス事業の拡大、見直しに努め、利用者のニーズに対応で
きるよう、より積極的な事業の展開や職員間並びに他事業所との連携により安定的な事業運営を図りました。
　全体の取り組みでは、災害救援ボランティアセンター開設訓練や自主防災訓練を実施し、職員全体で防災・減災意識強化を進め、
また東日本大震災に係る支援として被災地の視察や現地との交流を行い、次世代を担う中高大学生を中心に、命の大切さや大規模
災害への意識啓発に努めました。
　課題として、会費並びに共同募金の減少に伴う自主財源の確保、情報発信のPR不足等、法人運営の強化が大きな課題として捉え、
事業活動を通じて市民へ積極的な福祉参加を促していきます。

子どもから大人までボランティア活動に関心のある方、すでに活動をして
いる方を対象に年間を通して学ぶ機会があります。

地域福祉活動計画に基づく事業の推進1
第2次地域福祉活動計画は平成26年度をもって計画推進最終年度となりました
が、「第四次座間市総合計画」の座間市福祉プラン(第二期)に位置付けられる
「座間市地域福祉計画(第二期)」により、行政が策定する地域福祉計画との一体
的な取り組みが行えるよう、行政と更なる連携・補完を進めるため、平成28年度
まで当計画を継続し、改めて中長期的な座間市の福祉ビジョンの形成に取り組
んでまいります。

地域活性化事業2

施設の管理運営と組織運営基盤の強化3

地域リーダー研修会やサポーターズ交流会、地域福祉ネットワーク推進フォーラ
ムなどの住民参加による学習会を通じて、担い手の掘り起しや課題共有を行い
ます。また、地域福祉関係者や団体などと調整を行い、必要なネットワークの構
築や活動展開を支援します。

市民福祉の推進4
福祉まつりの開催や福祉情報の発信・ボランティア活動の推進、各種実習生の受
け入れを行い、住民参加による福祉コミュニティの形成に取り組みます。

地域福祉活動の推進5
自治会や諸団体と連携して、地域住民が主体的・組織的に福祉推進が図れるよう
市内27地区社協体制の整備や活動支援を図ります。

介護サービス等事業の推進8
1）居宅介護支援事業（ケアマネジャー）
2）訪問介護事業（ホームヘルプサービス）
3）通所介護事業（デイサービス）
4）訪問看護事業（訪問看護ステーション）
5）事業従事者の各種専門研修への参加促進

地域福祉の総合的生活支援を推進6
1）団体活動推進支援事業
2）日常生活自立支援事業【法人後見事業の実施検討】
3）地域包括支援センター事業
4）生活資金・生活福祉資金の貸付事業
5）福祉機器の展示事業
6）生活困窮者自立支援法への検討

自主財源の確保と経費の節減9

住民福祉活動参加促進7
1）にこにこサービス事業
2）ファミリー・サポート事業

11

防災・減災活動
（災害救援ボランティアセンター開設訓練・
 自主防災訓練の強化）

10

座間市との災害時における協力体制に関する協定により、災害救援ボランティア派
遣等の協力要請に対し、災害応急対策を円滑に遂行するための訓練を実施します。

（従前：一般会計）
324,296,853 321,853,664 325,184,000

72,246,680 79,608,698 72,786,000

40,129,940 32,702,723 33,061,000
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（従前：公益事業特別会計）

（従前：収益事業特別会計）
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（単位：円）

※平成26年度予算より新会計基準を適用している為、会計区分の一部が変更されています。

【昨年の様子】
入谷第2地区いごこちサロン

【昨年の様子】
災害ボランティアセンター開設訓練

【昨年の様子】社協福祉まつり

市役所地下1階に座間市社協が運営する売店
「ほほえみショップ」があります。
ここでは障害者の社会参加の促進や障害者施設
の啓発などを目的として、障害者施設で製作して
いる商品を販売したり障がいのある人の就労の場
として運営しています。
また、オリジナルのざまりんグッズもありますの
で、お近くにお越しの際にはぜひご利用ください。

お待ちしており
ます♪

♥♥♥ 市民の愛 ♥♥♥善意銀行

平成27年2月１日から平成27年6月30日までに市社会福祉協議会へご寄附いた
だいた方々は次の通りです。ありがとうございました。

善意銀行では、「社会福祉の役に立ちたい、困っている人を助けたい」という市民
の皆様の善意を活かし、それを必要としている方々へ橋渡しをしています。

（敬称略・順不同）

寄付は、寄付者の希望に沿い、配分しています。
善意銀行への寄付金は、所得税・法人税の税制優遇が受けられます。

小松原いきいき会（20,000）/ピアゴ座間店（36,108）/NEXUS（株）スーパーＤ'ステー
ション座間店（50,000）/戸大建設工業（株）（100,000）/座間市民謡連合会（23,942）/
（株）ハウスメッシュ（300,000）/その他匿名1件

★物品をご寄附いただいた方　合計16件
●社会福祉のために
玉屋光助3件（お菓子926個）/大和法人会女性部（タオル87枚）/斉藤正子（掃除機・オム
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商店振興会（米5㎏6袋）/宮川英幸（炊飯ジャー・サーキュレーター）/古田一人（オムツ・点
滴スタンド）/その他匿名3件

●指定寄付
小松原いきいき会から小松原保育園へ（トイレットペーパー200個）/小松原いきいき会
から小松原幼稚園へ（トイレットペーパー200個）/川口淳三からえのきの里へ（テント・
テーブル）●指定寄付

小松原いきいき会からアガペセンターへ（10,000）/小松原いきいき会から小松原地区
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スーパーＤ'ステーション座間店からひばりが丘五丁目に緑を育てる会へ（50,000）/そ
の他匿名2件

TEL 046-266-2001地域福祉班

★浄財をご寄附いただいた方　合計17件：723,295円
●社会福祉のために ※（　）内は単位：円

ボランティアセンターでは
ボランティア活動を応援します♪

4月24日開催

ボランティア活動に関心のある方、始めたい方を対象に、学びと体験を行
います。ボランティアへの「はじめの一歩」をお手伝いします。

★市民のための福祉講座「はじめてのボランティア」

ボランティアとボランティアをつなぐサロンです。ボランティアについて
聞きたいこと、聞いて欲しいこと…みんなでおしゃべりしましょう♪

★★ぼらぼらサロン

事前研修・体験学習(施設編・災害救命編)･学習のまとめのプログラムです。
市消防本部・ざま災害ボランティアネットワーク・市内福祉施設の協力を頂
いています。ボランティア体験を通して、福祉への学びと理解を深め、ボラ
ンティアへのきっかけを作ります。

★ボランティア体験サマースクール＆少年少女消防教育講座

ボランティア活動に大切なコミュニケーションを深める「話の聴き方」を
学びます。今後の活動や日常生活へ活かしましょう♪

★市民のための福祉講座「聴く力アップ講座」

ボランティアのレベルアップ研修を行います。こころのボランティア、子ど
もの障がいについて、認知症について等学びます。

★ボランティア研修

災害救援ボランティアセンターの役割とボランティアとして活動するため
の基礎知識を学びます。

★市民のための福祉講座「災害救援ボランティア講座」

毎年、座間市ボランティア連絡協議会がテーマを話し合い、開催しています。
ボランティアの交流や情報交換等、大勢のボランティアが集い、楽しい一時
を過ごします。
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社会福祉協議会は、住み慣れた地域の中で誰もが
安心して暮らせる社会を作ることを目的とした、
社会福祉法に定められた民間の福祉団体です。

URL：http://www.zamashakyo.jp/

〒252-0021 座間市緑ケ丘1丁目2番1号
座間市立総合福祉センター(サニープレイス座間)内

発行 座間市社会福祉協議会社会福祉法人

Email：info@zamashakyo.jp
TEL.046-266-1294 FAX.046-266-2009

フロム いーふくし

この広報紙「座間市しゃきょう」の作製には、社協会費の一部が充てられています。
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！！こんなところにも会費が使われています
催し物機材
貸出事業

平 成 ２ ７ 年 度 座間市社協会員募集
　座間市社協では、「ともに生きるまちづくり」をすすめるために、地区社協や自治会、民生委員児童委
員やボランティア団体などの地域団体や福祉施設などの参加・協力を得て、地域福祉事業や在宅サー
ビス事業・ボランティア活動支援・育成事業を展開しています。
　地域の皆さんが座間市社協の趣旨にご賛同いただき、地域福祉を推進する一員になっていただくこ
とを目的として会員制度を設けています。
　今年も7月より自治会や各団体・市内事業所などの皆さまにご協力いただき「平成27年度座間市社
協会員募集」を進めています。より多くの皆さまのご理解とご協力をお願いします。

平成26年度  社協会費の使い道

①33％

②13％

④20％

⑤21％

③13％

1 福祉情報の発信（2,057,850円）

2 福祉まつりの開催（811,530円）

4 ボランティアや地域活動支援のため
（1,236,485円） 福祉意識の啓発や地域福祉の推進を図りました。

福祉意識の高揚と連帯を高めるため、
多くの市民の交流の場として開催しました。

ボランティアに関する情報の発信や育成事業・
高齢者会食会事業等を行いました。

5 地区社会福祉協議会活動のため（1,302,696円）

地域福祉を進めるため、市内27地区社会福祉協議会の
活動に支援しました。地域サロンの運営や地域イベント
等に活用されました。

9月開催「社協福祉まつり」
たくさんの地域団体やボランティア・
関連企業の皆さんにご協力いただいて
います。

年間5回発行の広報誌
「座間市しゃきょう」
新聞折り込みのほか、市内の公共施設や
福祉施設に置かせていただいています。

6,226,273円

平成26年度
会費実績額

3 地域団体による福祉活動のため（811,530円）

地域で活動する自治会や福祉団体に対して支援しました。

★広報誌「座間市しゃきょう」発行
★社協事業紹介パンフレットの発行
★ホームページの運営 など

事業用テント

特大鍋

かき氷機

皆さまからご協力いただきました社協会費は、
次のような事業に活用させていただきました。
ご協力ありがとうございました。

座間市社協では、「ともに生きるまちづくり」を
すすめるために、地域の皆さまの生活を支える
様々な事業を展開しています。

座間市社協では、コミュニティーづくりや地域福祉活動などの活性化を目的として、「催し物機材の貸出」を行っています。
皆さんからご協力いただいた会費の一部は、これら機材のメンテナンスや新規購入にも活用させていただいています。

一般会員（個人の方） １口 ３００円
賛助会員（団体・企業の方）１口１，０００円
特別会員（団体・企業の方）１口３，０００円
※ひとり何口でも加入できます。

TEL 046-266-1294この紙面に関するお問い合わせは

1回の利用は原則4日間とし、料金は種類によって異なります。
社協会員の団体・事業所の方は半額になります。

＊利用料金＊

原則として市内の各種団体・事業所の方

＊貸出要件＊

綿菓子機／かき氷機／ポップコーン機／焼き鳥機／餅つきセッ
ト(臼・杵・せいろ)／焼きそば機／鉄板／特大鍋／ずんどう鍋／
コンロ／クーラーBOX／発電機／事業用テント／ワイヤレスア
ンプ／ハンドメガホン／コードリール

＊貸出機材＊

★催し物機材貸出 ★自治会活動助成 など

市民のための福祉講座
～はじめてのボランティア～

情報誌
「みんなの情報」
「ぼらぼら通信」

車いす貸出事業  はじめました
座間市社協では、病気やけが等で一時的に車いすが必要な方に短期間の車い
す貸出を行います。貸出には条件がありますので、詳細は下記担当までお問い
合わせください。
＊対　 象　 者＊：利用者又は申請者が市内在住であり、
　　　　　　　　 介護保険等の制度で車いす利用が出来ない方
＊貸  出  期  間＊：1ヶ月以内
＊利　 用　 料＊：無　料
＊お問い合わせ＊：在宅支援班 TEL：046-266-2005
台数が少ないため、対応できない場合はご了承ください

子育て中のママが『ホッと出来る時間が欲しい』『保育園のお迎
えがギリギリで少し余裕が欲しい』等、子育てに悩んだときはひ
とりで抱え込まず、周囲に相談してください。この事業ではあな
たの子育てを見守り、応援しています。

＜利用内容＞
　生後3ヶ月から小学校3年生まで（障がいを有する児童は小学校6年生ま
　で）の子どもを持ち、子育ての支援が必要な人に、手助けしたいと考えて
　いる人を紹介し、子育てを支援します。
●保育園、幼稚園、小学校及び児童ホーム前後の預かりや送迎
●保護者の病気、介護、産前産後等の児童等の預かり
●冠婚葬祭や文化活動等の児童等の預かり
＜利用時間＞6：30～21：00
＜利用料金＞450円／30分 ※母子・父子家庭の場合、割引対象になります。
＜お問い合わせ＞
　ファミリーサポート事業：046-266-2003

「福祉サービスを使いたいがどうすればいいのか分からない」
「計画的にお金を使いたいけど、いつも迷ってしまう」
「最近物忘れが多くて預金通帳をちゃんとしまったか、いつも心配」
　このようなことで困っていませんか？高齢者や障がい者に対し
て専門員が相談をお受けします。

＜利用内容＞
●福祉サービス利用支援
　福祉サービスの情報提供・助言・利用手続き・利用料の支払いなど
●日常的金銭管理サービス
　金融機関からの現金の引き出し、公共料金の支払いなど
●書類等預かりサービス
　重要な書類（定期預金の通帳・年金証書など）を金融機関に保管
＜利用対象＞
●判断能力に不安をもつ認知症高齢者・知的障がい者・身体障がい者・精神
　障がい者の方
●高齢者（おおむね65歳以上）や障がい者で福祉サービス利用や金融機関
　などの手続きが困難な方
＜お問い合わせ＞
　座間あんしんセンター：046-266-2025

主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師等が中心となって高齢
者の支援を行います。それぞれの専門性を活かし互いに連携を取
りながら「チーム」として総合的に高齢者を支える相談窓口です。

＜利用内容＞
●高齢者福祉の総合相談窓口
　地域における高齢者の総合的な相談窓口です。
●いつでも健康的な生活を！
　介護保険についての相談や申請のお手伝いをします。「要支援」と認定さ
　れた方へのプラン作成や生活機能の低下がみられる70歳以上の方に対
　して介護予防教室の提案をします。
●ケアマネジャー等の専門職への支援
　地域で活躍しているケアマネジャー等専門職への支援や様々な機関と
　ネットワーク作りを行います。
●権利擁護の取り組み
　専門機関と連携を図りながら、高齢者虐待や消費者被害などの未然防止
　や早期発見に努めます。
＜担当地区・お問い合わせ＞
　座間市内を4つのセンターが分担して担当しています。
●座間市社協地域包括支援センター：046-266-2005
　緑ケ丘・立野台・栗原中央・南栗原・西栗原・さがみ野
●地域包括支援センター第二座間苑：046-256-9007
　新田宿・四ツ谷・座間・明王・入谷
●ベルホーム地域包括支援センター：046-258-2030
　栗原・相武台・ひばりが丘・東原
●相模台地域包括支援センター：046-266-5222
　相模が丘・広野台・小松原

「毎日の家事の中で何か困っていることはありませんか？」
高齢者やひとり親家庭、産前産後等の中で支援が必要な方の自
宅へ協力会員が訪問して家事などを一緒に行います。

＜利用内容＞
　高齢者や障がい者、ひとり親家庭や産前産後で日常生活の中で支援が必
　要な方に対し、協力会員が訪問して様々な支援を行います。
●地域支援型：簡易な電球交換、ゴミ出し など
●生活支援型：家事支援、外出同行、話し相手 など
＜利用時間＞原則、平日8：30～17：00
＜利用料金＞地域支援型：200円／件（30分以内）
　　　　　　生活支援型：1,000円／時間
＜お問い合わせ＞
　にこにこサービス事業：046-266-2003

ファミリー・サポート事業

座間あんしんセンター

座間市社協地 域包括支援センター

にこにこサービス事業

★座間市社協職 員募 集★

応 募 期 間 H27.7.27(月)～8.31(月)
連 絡 先 ①②046-266-2004（担当：高橋）

③　046-266-2006（担当：川島）
④　046-266-2007（担当：中田）

業 務 内 容 ①デイサービス業務
②デイサービス送迎車運転業務 他
③訪問介護業務
④訪問看護業務

募 集 人 員 ①～④共に若干名

勤 務 日 数 ①週3日～4日／8:30～17:30（応相談）（時給900円～）
②月～土の内4日／8：00～9：30及び16：00～17：30（時給940円～）
③週1日～／8:00～18:00（時間内で都合のつく時間：応相談）
　（時給1,200円～）
④週2日～／9:00～17:00（応相談）（時給1,500円～）

応 募 資 格 ①介護職員初任者研修修了以上の者
②中型自動車運転免許以上の運転免許
③訪問介護員に必要な資格
　（介護職員初任者研修終了者、介護福祉士）
④各種資格及び普通自動車運転免許

募 集 事 業 ①通所介護事業（介護職員）
②通所介護事業（ドライバー）
③訪問介護事業（登録型訪問介護職員）
④訪問看護事業（正看護師・ST・PT・OT）

応 募 方 法 事前に下記担当者まで連絡の上、市販の履歴書（写真添付）に必要
事項を記入し、本人が持参（平日9：00～16：00）

新たに12畳
用テントも加
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ください。
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